
代
表
の
原
田
さ
ん

代
表
の
三
宅
さ
ん

代
表
の
狭
子
さ
ん

若
者
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
わ
が
国
産
業
競
争
力
の
源
泉

四
国
経
済
産
業
局
長
獅
山
有
邦
氏

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン

プ
リ
四
国
は
、
学
生
に
よ
る
優
れ
た

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
顕
彰
を
通
じ
新

事
業
の
創
出
や
起
業
家
な
ど
の
人
材

育
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
今
年

は

回
目
と
な

る
節
目
に
あ
た

り
ま
す
。
多
数

の
応
募
の
中
か

ら
選
ば
れ
受
賞

さ
れ
た
皆
さ

ん
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生
活
・
健
康

な
ど
今
日
的
課
題
に
つ
い
て
、
地
域

の
リ
ソ
ー
ス
や
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
若

者
な
ら
で
は
の
新
鮮
な
視
点
を
加
味

し
た
創
造
性
に
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し

い
も
の
で
し
た
。
豊
か
な
発
想
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
点
と
も
言
え
る

も
の
で
す
。
今
回
の
受
賞
を
契
機
と

し
て
一
層
の
研
さ
ん
を
重
ね
、
ア
イ

デ
ア
が
新
技
術
や
新
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
結
実
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
わ
が
国
の
経
済
産
業
が
再
生
し
持

続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
次
世

代
を
担
う
多
様
な
人
材
が
優
れ
た
技

術
・
技
能
や
豊
か
な
創
造
力
を
発
揮

し
、
経
済
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
力

強
い
産
業
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
わ
が
国
産
業
競
争
力

の
源
泉
、
ひ
い
て
は
豊
か
な
社
会
を

実
現
す
る
基
盤
と
も
位
置
づ
け
ら
れ

ま
す
。

　
若
い
皆
さ
ん

が
積
極
果
敢
に

新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
に
取
り
組
む

姿
勢
に
は
、
大

き
な
可
能
性
を
感
じ
て
お
り
、
と
り

わ
け
受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か

ら
後
に
続
く
多
く
の
学
生
諸
君
の
お

手
本
と
な
る
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
挑
戦
と
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

第

回
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
四
国
で
は
優
秀
な
新
事

業
提
案
８
件
が
表
彰
さ
れ
た

２
月
１
日
、
高
松
市
内
の
ホ
テ
ル
で

第１０回キャンパスベンチャーグランプリ（ＣＶＧ）四国
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ
賞
特
別
賞

日
刊
工
業
新
聞
社
賞
特
別
賞

四
国
の
学
生
に
よ
る
新
事
業
提
案
コ
ン
テ
ス
ト

佳
作
３
件

愛
媛
大
学
大
角
正
直
さ
ん

原田岳さん石川光亮さん佐古直哉さん阿南工業高等専門学校

和
田
健
一
さ
ん
香
川
大
学

狭
子
祥
平
さ
ん
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
牛
尾
享
裕
さ
ん

三宅浩平さん徳島大学川上翔さん伊藤拓海さん高瀬健太さん古舞健太さん徳島大学大学院原宏輔さん高松朋輝さん徳島文理大学村上美弥さん松本遼太さん

イ
ル
カ
型
風
力
発
電
翼
で
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
る

太
陽
電
池
の
効
率
的
接
続
方
法
の
提
案

プ
ラ
ン
創
意
あ
ふ
れ
る
学
生
の
発
想
と
感
性
に
期
待

講
評

松木則夫審査委員長

【
ビ
デ
オ
通
話
を
利
用
し
た

生
体
認
証
シ
ス
テ
ム
】

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用

時
の
カ
ー
ド
名
義
人
と
使
用

者
の
一
致
を
、
ビ
デ
オ
通
話

を
用
い
て
確
認
す
る

シ
ス
テ
ム
。

顔
写

真
の
登
録

ウ
ェ
ブ

カ
メ
ラ
な
ど
を
利
用
し
た
名

義
人
と
使
用
者
の
認
識
シ
ス

テ
ム

不
規
則
な
言
語
パ
ス

ワ
ー
ド
に
よ
る
声
紋
認
証
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
安
全
性

を
高
め
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
不
正
使
用
を
根
絶
す

る
。
近
年
、
話
題
の
「
生
活

保
護
不
正
受
給
問
題
」
に
つ

い
て
も
、
生
活
保
護
費
を
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
振
り
込
む
と
い
う

制
度
に
変
え
る
こ
と
で
解
決

で
き
る
と
考
え
る
。

【
徳
島
発
！
食
育
テ
ー
マ
パ

ー
ク

ピ
ピ
ヤ
ー
レ

阿

波
踊
り
だ
け
な
ん
て
言
わ
せ

な
い

】

　
地
鶏
「
阿
波
尾
鶏
」
を
中

心
と
す
る
徳
島
県
の
農
産
品

や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
県
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
食
育
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
ピ
ピ
ヤ
ー
レ
」
を
通
じ
て

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
徳
島
県

の
活
性
化
を
促
進
す
る
。

　
ピ
ピ
ヤ
ー
レ
で
は
特
産
品

を
使
っ
た
調
理
体
験
や
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
利
用
し
た
レ
タ
ス
や
い

ち
ご
、
ト
マ
ト
の
水
耕
栽
培

館
、
阿
波
尾
鶏
の
魅
力
を
伝

え
る
ひ
よ
こ
館
な
ど
、
農
業

の
視
点
か
ら
楽
し
み
な
が
ら

徳
島
県
の
魅
力
を
学
べ
る
施

設
を
備
え
る
。
来
場
者
に
食

の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う

こ
と
も
目
的
の
一
つ
だ
。

【
小
水
力
発
電
に
よ
る
地
域

農
業
の
６
次
産
業
化
推
進
ビ

ジ
ネ
ス
】

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

用
い
る
発
電
方
式
は
、
安
全

・
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
う

観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
小
水
力
発

電
は
、
外
部
要
因
に
影
響
さ

れ
ず
安
定
し
た
電
力
の
供
給

を
行
え
る
。

　
今
回
提
案
す
る
の
は
、
高

付
加
価
値
農
業
に
使
用
す
る

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
小
水

力
発
電
で
供
給
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
。
農
家
一
軒
分
の

農
業
用
電
力
を
賄
う
１

程
度
の
発
電
装
置
を
利
用

し
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
冷
暖
房

や
照
明
、
食
品
加
工
時
の
電

力
に
使
用
す
る
。
食
品
加
工

・
販
売
ま
で
手
掛
け
る
こ
と

で
、
農
家
の
収
入
増
加
に
寄

与
し
、
農
業
の
６
次
産
業
化

を
推
進
す
る
。

　　
　　

　
第

回
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン

チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
四
国
で

は
、

件
の
応
募
が
大
学
、

高
等
専
門
学
校
か
ら
あ
り
、

第
一
次
審
査
を
通
過
し
た
８

件
に
つ
い
て
２
月
１
日
に
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

最
終
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
最
優
秀
賞

四
国
経
済
連
合
会
会
長

賞

を
受
賞
し
た
新
居
浜
工

業
高
等
専
門
学
校
の
中
原
望

さ
ん
の
「
は
い
、
チ
ー
ズ
！

新
感
覚
食
品

」
は
、
チ

ー
ズ
と
酒
か
す
か
ら
新
た
な

食
感
と
味
覚
を
引
き
出
し
た

食
品
の
提
案
で
、
審
査
会
場

で
配
ら
れ
た
試
食
品
に
審
査

委
員
の
一
人
も
思
わ
ず
「
お

い
し
い
！
」
と
発
言
し
て
い

ま
し
た
。
発
想
と
感
性
次
第

で
、
身
近
な
食
材
の
組
み
合

わ
せ
か
ら
新
た
な
食
品
が
生

ま
れ
る
良
い
例
と
感
じ
ま
し

た
。

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
最
優

秀
賞

四
国
経
済
産
業
局
長

賞

を
受
賞
し
た
新
居
浜
工

業
高
等
専
門
学
校
の
飯
尾
歩

美
さ
ん
、
飯
尾
奈
々
さ
ん
の

「
リ
ン
パ
浮
腫
患
者
用
サ
イ

ズ
変
形
可
能
靴
」
は
、
女
性

に
発
症
が
多
い
リ
ン
パ
浮
腫

患
者
が
、
少
し
で
も
お
し
ゃ

れ
な
靴
を
履
き
た
い
と
い
う

女
性
な
ら
で
は
の
気
持
ち
を

理
解
し
て
、
機
能
性
だ
け
で

は
な
い
温
か
み
の
あ
る
商
品

提
案
で
あ
っ
た
点
が
評
価
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
見
え
る
化
す
る
時
計
、

太
陽
電
池
の
効
率
的
な
接
続

回
路
、
断
面
が
斬
新
な
風
力

発
電
装
置
な
ど
、
若
者
の
創

意
あ
ふ
れ
る
提
案
が
な
さ
れ

活
気
に
満
ち
た
審
査
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
イ
ル
カ
の
体
形
か
ら
ヒ
ン

ト
を
得
た
風
力
発
電
の
翼

ブ
レ
ー
ド

を
用
い
た
小

型
・
高
効
率
・
低
コ
ス
ト
の

風
力
発
電
機
の
開
発
を
目
指

す
。

　
風
力
発
電
の
発
電
能
力
に

お
い
て
最
も
重
要
な
要
因
に

は
、
揚
抗
力
比
が
あ
る
。
ブ

レ
ー
ド
が
風
を
受
け
る
こ
と

で
発
生
す
る
風
車
を
駆
動
さ

せ
る
揚
力
と
、
そ
れ
を
妨
げ

る
抗
力
の
関
係
が
そ
れ
に
あ

た
る
。

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
一

般
的
な
ブ
レ
ー
ド
と
揚
抗
力

比
を
比
べ
た
結
果
、
イ
ル
カ

型
の
ブ
レ
ー
ド
は
約
２
倍
の

発
電
効
率
が
得
ら
れ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　
そ
の
理
由
は
、
一
般
的
に

ブ
レ
ー
ド
の
性
能
は
ソ
リ

キ
ャ
ン
バ
ー

が
大

き
い
ほ
ど
高
い
が
、
イ

ル
カ
型
の
ブ
レ
ー
ド
は

一
般
的
な
も
の
に
比
べ
て
後

端
に
厚
み
を
も
た
せ
た
こ
と

に
よ
り
、
効
率
的
に
風
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
今
後
は
風
力
発
電
装
置
の

試
作
機
を
作
り
、
実
験
を
重

ね
て
発
電
量
や
運
用
の
状
況

を
把
握
し
、
技
術
に
対
す
る

信
頼
を
高
め
て
い
く
。

　
次
世
代
の
風
力
発
電
装
置

と
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
垂
直
型
の
小
型
風
力
発

電
装
置
と
し
て
実
用
化
を
目

指
す
。

　
太
陽
電
池
は
、
パ
ネ
ル
の

一
部
分
が
雲
な
ど
で
覆
わ
れ

た
場
合
、
従
来
の
回
路
で
は

セ
ル
が
直
列
に
接
続
さ
れ
て

い
る
の
で
、
得
ら
れ
る
電
力

が
大
幅
に
減
少
す
る
。
そ
こ

で
、
並
列
接
続
の
回
路
に
す

る
こ
と
で
、
パ
ネ
ル
全
体
が

覆
わ
れ
な
い
限
り
は
正
常
に

動
作
し
て
い
る
枚
数
に
応
じ

て
電
力
が
得
ら
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
並
列
接

続
は
電
圧
が
セ
ル
１
枚
分
し

か
得
ら
れ
ず
、
電
流
が
大
き

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
常

に
並
列
接
続
で
発
電
を
行
う

と
、
必
要
な
電
圧
・
電
流
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
回
路
を
必
要
に
応

じ
て
切
り
替
え
、
最
適

化
す
る
組
み
合
わ
せ
を

提
案
す
る
。
パ
ネ
ル
の

角
度
を
変
え
る
場
合
と
異
な

り
、
接
続
を
切
り
替
え
る
た

め
の
制
御
回
路
の
電
力
は
少

な
く
て
済
む
の
で
、
電
力
の

消
費
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
。
セ
ル
の
内
部
構
造
に
つ

い
て
は
従
来
の
回
路
と
ほ
ぼ

同
様
で
、
切
り
替
え
の
た
め

の
制
御
回
路
の
追
加
が
必

要
。
一
日
の
発
電
電
力
量
の

内
で
、
発
電
時
間
全
体
と
正

常
に
発
電
し
て
い
る
時
間
と

の
比
に
よ
っ
て
、
簡
易
で
実

験
を
し
た
結
果
、
約

―

％
の
効
率
化
が
で
き
る
と
想

定
さ
れ
る
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ２月２６日 火曜日 【特別企画】 （ ）


